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事 務 所

総
務・政
策
常
任
委
員
会
報
告

温
暖
化・造
林
公
社
問
題
対
策
特
別
委
員
会
報
告

本
委
員
会
の
平
成
22
年
度
の
重
点
課
題
と

し
て
「
滋
賀
県
基
本
構
想
」
が
あ
り
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
現
在
の
基
本
構
想
の
計
画
年

度
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
23
年

度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
計
画
を
新

た
に
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
中
長
期
構
想
と
し
て
２
０

３
０
年
に
お
け
る
滋
賀
県
の
あ
る
べ
き
姿
を

描
く
と
と
も
に
、
今
後
４
年
間
の
行
動
計
画

や
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
を
示
し
ま
す
。

滋
賀
県
政
運
営
の
た
め
の
大
き
な
柱
と
な

る
も
の
で
、
現
在
、
県
民
の
皆
さ
ん
や

N
P
O
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

審
議
会
に
お
い
て
素
案
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
委
員
会
で
も
経
過
の
報
告
を
受
け
、
来
年
の
２
月
定
例
会
に
最
終
案

が
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
基
本
構
想
に
よ
り
滋
賀
の
経
済
成
長
や
安
心
安
全
な
県
民
生
活
を
実
現
で

き
る
よ
う
審
査
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
６
月
定
例
会
で
は
一
般
会
計
の
補
正
予
算
や
税
条
例
な
ど
の
改
正
、
ま
た

緊
急
時
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
い
の
ち
を
守
る
防
災
ヘ
リ
を
新
た
に
購
入
す
る
た
め

の
議
決
な
ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
会
で
は
７
月
26

日
に
県
内
調
査
を
実
施
し
、
消

防
関
係
職
員
に
対
し
て
高
度
な

知
識
や
技
術
の
教
育
を
し
て
い

る
滋
賀
県
消
防
学
校
な
ど
の
現

状
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
安
心
で
安
全
な
滋

賀
県
の
基
礎
を
築
く
た
め
、
現

場
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
調
査

研
究
し
て
参
り
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
２
０
３
０
年
に
１
９
９
０
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
半
減
を
目
標
に

し
た
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
工
程
表
が
示
さ
れ
、
特
別
委

員
会
に
お
い
て
効
果
や
そ
の
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
二
酸
化
炭
素
削
減
計
画
に
対
し
て
は
経
済
界
な
ど
か
ら
反
発
す
る
意
見

も
出
て
い
ま
す
が
、
こ
の
対
策
は
将
来
の
子
や
孫
に
良
好
な
環
境
を
残
す
た
め
に
は

避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
環
境
に
関
連
し
た
新
産
業
の
振
興
な
ど
に
よ
り
、

経
済
成
長
の
大
き
な
柱
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

造
林
公
社
の
債
務
問
題
の
解
決
の
た
め
の
施
策
と
合
わ
せ
て
、
国
や
市
町
と
し
っ

か
り
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
県
外
視
察
で
消
防
学
校
校
長
か
ら

訓
練
に
つい
て
説
明
を
受
け
る

総
務・政
策
常
任
委
員
会
で

所
管
事
項
の
報
告
を
受
け
る
。

口蹄疫対策について

恒例の「水田アート」
２０１０年バージョン

風雨の中、田植えを終え、嘉田知事や参加者とともに記念撮影

徳永久志参議院議員とともに県の口蹄疫対策に
ついて嘉田知事に要望しました

畜産農家の皆さんと口蹄疫対策の現状と要望に
ついて意見交換をしました

今年の水田アートは一休さんと屏風の中の虎退治がテーマです

国営農業水利事業
現地調査に参加しました

今年４月に第一例目が発見され
た口蹄疫は宮崎県をはじめ全国の
畜産業において大きな被害をもた
らしましたが、畜産農家の皆さん
や関係機関の御努力でようやく終
息しました。しかしながら、被害が
拡大したことについて速やかに検
証し、被害の救済と再発防止策を
確立しなければなりません。
滋賀県では幸い口蹄疫は発生し

ませんでしたが、私も発生直後に
対策本部の体制整備や消毒薬の確
保、「近江牛の安全宣言」などのPR
について嘉田知事に要望しました。
また、畜産農家の皆さんと意見
交換し、予防措置の現状と今後の
対策について要望をお聞きしまし
た。その中で大量発生した場合の
殺処分する土地の確保や経済支援
策などについて今後の課題が浮き
彫りになりました。
今後、将来に向けて近江牛ブラ

ンドをしっかり守っていくため、早
めの措置を進めていきます。

環境を守り、農業の魅力を多くの皆さんに伝
えるため、毎年水茎夢の郷委員会が実施して
いる「水田アート」の田植えに参加しました。
色の変わる古代米と遠近法を巧みに使って
描く水田アートは、まさに芸術ですが、さらに
技術を磨いて、環境に負担のかからない「エコ
広告」にすることも検討されています。
風雨の中での田植えでしたが、嘉田知事も激
励に駆けつけてくださり、無事終了しました。
また、７月２９日には「水田アートサミット」
が開かれ、県内で同様の取り組みをしている皆
さんが意見交換をされました。

日野川流域土地改良区など国営農業水利事業滋賀協
議会の皆さんや徳永久志参議院議員とともに老朽化し
た国営造成施設の現地調査をしました。
今、農産物価格の低迷など農業を取り巻く環境は大
変厳しくなっていますが、国民の命と健康を守るため
には、食料自給率を高め、環境保全など農業の持つ多
面的機能を一層発揮することが必要です。
国営農業水利事業を実施している地域は広域的な優
良農業地域であり、老朽化により基幹水利施設などの

事故が起こればその被害は甚大なものになりま
す。現場のみなさんの声をお聞きしてあらため
て計画的な施設管理の必要性を痛感しました。

　
7
月
11
日
投
開
票
の
滋
賀
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
嘉
田
由
紀
子

知
事
が
再
選
さ
れ
、
2
期
目
の
嘉
田
県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
県
議
会
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
こ
れ
ま
で
の
嘉
田
県

政
の
4
年
間
の
実
績
を
評
価
し
た
う
え
で
、
地
方
の
こ
と
は
地
方
で

責
任
も
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
主
権
の
確
立
や
景
気
・
雇

用
対
策
の
充
実
、
子
育
て
支
援
や
医
療
・
介
護
・
障
が
い
者
福
祉
の

向
上
な
ど
県
政
の
重
要
課
題
に
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
重
要
な
年
度
に
あ
た
り
、私
は
県
議
会
総
務
・
政
策
常

任
委
員
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。滋
賀
県
の
中
長
期
的
な

あ
り
方
を
示
す
基
本
構
想
の
策
定
や
行
財
政
改
革
、地
域
防
災
体
制

の
確
立
、私
学
振
興
や
県
立
大
学
の
運
営
な
ど
、当
面
す
る
諸
課
題
に

対
し
て
県
民
目
線
の
議
論
を
重
ね
、安
全
で
安
心
で
き
る
県
民
生
活
の

実
現
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

地
域
主
権
を
確
立
し
、

安
全
で
安
心
で
き
る

県
民
生
活
の
実
現
を
!

地
域
主
権
を
確
立
し
、

安
全
で
安
心
で
き
る

県
民
生
活
の
実
現
を
!

６月定例会で付託案件の審査結果について委員長報告をしました。

動 報 告 トフ ォ活


